
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て

増

井

典

夫

一、

ﾍ
じ
め
に

　
現
代
の
関
西
方
言
で
、
「
完
了
（
結
果
の
継
続
）
」
及
び
「
進
行
（
状
態
の
継

続
）
」
を
表
す
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
と
し
て
「
ト
ル
」
を
用
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
ト
ル
」
で
は
な
く
基
本
的
に
は
「
テ
ル
」
を
用
い
る
地

域
も
か
な
り
あ
る
。
特
に
、
京
都
や
大
阪
な
ど
近
畿
中
央
部
の
方
言
と
し
て
広

く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
共
通
語
の
影
響
で
そ
う
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
近
世
の
こ
ろ
か
ら
地
域
の
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　
一
方
、
筆
者
は
滋
賀
県
方
言
話
者
で
あ
る
が
、
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
と
し
て
基

本
的
に
「
ト
ル
」
を
用
い
て
き
た
。
（
こ
れ
は
男
性
だ
か
ら
で
あ
り
、
女
性
は
テ

ル
の
方
を
よ
く
用
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
）
（
な
お
、
「
ヨ
ル
」
の
用
法
は
卑
語

で
あ
り
「
主
観
や
判
断
を
表
す
ヨ
ル
」
と
い
う
点
で
、
中
部
地
方
の
用
法
と
近

㏄
。
こ
の
点
は
京
阪
で
の
用
法
と
共
通
す
る
。
）

　
本
論
文
で
は
、
主
に
近
世
後
期
上
方
語
で
の
テ
イ
ル
・
テ
ル
の
使
用
状
況
及

び
テ
オ
ル
・
ト
ル
の
使
用
状
況
を
見
て
い
く
が
、
特
に
「
上
方
語
で
の
テ
ル
の

使
用
」
を
確
認
し
た
こ
と
を
、
特
筆
事
項
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

二
、
江
戸
語
で
の
テ
ル

　
ま
ず
、
江
戸
語
で
の
テ
ル
を
確
認
し
て
お
く
。

　
東
京
語
（
共
通
語
）
で
テ
ル
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ

う
し
、
明
治
期
に
お
い
て
も
テ
ル
は
標
準
的
な
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か

と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
期
の
国
語
学
者
、
保
科
孝
一
は
テ
ル
（
及
び
ト
ル
）
を
口
語
の
標
準
的

な
音
韻
変
化
と
し
て
い
る
。

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号
　
二
〇
〇
九
・
三
　
二
五
－
三
五

テ
イ
ル
、
デ
イ
ル
、
テ
オ
ル
、
デ
オ
ル
わ
、
実
際
発
音
す
る
際
に
、
食

二
五
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

ツ
テ
ル
、
死
ン
デ
ル
、
枯
レ
ト
ル
、
遊
ン
ド
ル
と
い
う
様
に
、
融
合
す
る

こ
と
が
あ
る
。
（
『
日
本
口
語
法
』
0
4
頁
）
、
（
明
治
四
四
・
一
九
一
一
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

文
館
、
〈
勉
誠
出
版
よ
り
復
刻
〉
）

こ
の
記
述
の
あ
と
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
僕
ワ
、
花
ワ
、
コ
レ
ワ
、
ソ
レ
ワ
、
酒
ワ
等
の
形
式
が
、
実
際
の
発
音

　
　
に
お
い
て
、
ボ
ク
ア
、
ハ
ナ
ー
、
コ
リ
ヤ
、
ソ
リ
ヤ
、
サ
ケ
ー
と
い
う
様

　
　
に
融
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
然
し
こ
れ
わ
鄙
俗
の
語
で
あ
る
か
ら
標
準
語

　
　
と
し
て
わ
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
　
　
食
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
、
取
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
、
行
ツ
テ
シ
マ
ッ
タ
等
の
形
式

　
　
が
、
実
際
の
発
音
に
お
い
て
、
ク
ッ
チ
ヤ
ツ
タ
、
ト
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
、
イ
ツ

　
　
チ
ヤ
ツ
タ
と
い
う
様
に
融
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
鄙
俗
の
語
で
あ

　
　
る
か
ら
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
（
略
）

　
　
　
固
よ
り
中
に
わ
標
準
的
の
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
え

　
　
ば
、
ボ
ク
ア
、
ハ
ナ
ー
、
サ
ケ
ー
、
ク
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
、
行
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
と

　
　
い
う
様
な
も
の
わ
、
標
準
語
と
し
て
わ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
け
れ
ど

　
　
も
、
そ
の
他
の
も
の
わ
、
す
で
に
標
準
的
の
も
の
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
之
を
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
（
同
書
、
0
～
0
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
3

　
こ
の
よ
う
に
保
科
は
テ
ル
（
及
び
ト
ル
）
を
標
準
語
と
み
な
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

そ
の
前
の
時
代
、
江
戸
語
で
テ
ル
を
用
い
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
江
戸
語
大
辞
典
』
（
前
田
勇
編
、

て
る
　
は
「
て
い
る
」
の
約
。

と
の
記
述
が
あ
る
。

る
。

一
九
七
四
年
、
講
談
社
）
で
も
、

そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

　　

E
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
か
く
し
な
さ
ん
な
よ
く
し
つ
て
る
。
（
「
妓
者
呼
子
鳥
」
、
安
永

　
　
　
六
・
一
七
七
七
、
『
酒
落
本
大
成
』
7
、
1
4
頁
下
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

E
固
角
左
ヱ
門
が
そ
ば
三
い
司
ち
つ
と
も
は
な
さ
ず
（
⊇
・
楼
五

　
　
　
雁
金
」
、
天
明
八
・
一
七
八
八
、
『
洒
落
本
大
成
』
1
4
、
2
4
頁
下
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
江
戸
語
と
し
て
テ
ル
は
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
認
め
て
よ
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
三
、
近
世
後
期
上
方
語
で
の
テ
イ
ル
と
テ
ル

　
さ
て
、
京
都
・
大
阪
で
の
テ
ル
で
あ
る
。
京
都
方
言
と
し
て
の
記
述
で
は
、

例
え
ば
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
（
楳
垣
実
編
、
一
九
六
二
年
、
三
省
堂
）

で
は
、
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京
都
市
は
じ
め
、
山
城
・
口
丹
波
の
一
部
分
で
は
、
雨
ガ
降
ッ
テ
ル
の

形
で
、
継
続
態
を
表
わ
す
。
こ
れ
は
東
京
語
と
同
じ
形
の
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
必
ず
し
も
そ
の
影
響
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
（
「
京
都
府
方
言
」
、
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

頁
、
奥
村
三
雄
執
筆
）

と
い
う
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
阪
の
方
言
と
し
て
は
、
例
え
ば

牧
村
史
陽
編
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』
（
一
九
七
四
年
、
講
談
社
）
で
は
、
「
テ
ル

（
助
動
）
て
い
る
。
」
な
ど
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
上
司
小
剣
の
作
品
を
見
て
も
テ
ル
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
例
え
ば
「
鰻
の
皮
」
（
大
正
三
・
一
九
一
四
）
で
は
、

○
「
…
…
ま
た
金
送
れ
か
。
分
つ
て
る
が
な
。
」
（
（
岩
波
文
庫
『
鰭
の
皮

　
他
五
篇
』
3
7
頁
）

○
「
阿
呆
ら
し
い
、
何
言
う
て
る
の
や
。
」
（
同
3
7
頁
）

の
よ
う
な
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
代
に
お
い
て
京
阪
で
は
テ

ル
が
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
田
勇
編
の
『
上
方

語
源
辞
典
』
（
一
九
六
五
年
、
東
京
堂
）
の
「
て
る
」
の
項
に
は
、

〔
語
源
〕
テ
イ
ル
の
約
。
近
世
の
用
例
未
見
。

近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
増
井
典
夫
）

と
あ
る
。
ま
た
、
『
近
世
上
方
語
辞
典
』
（
前
田
勇
編
、
一
九
六
四
年
、
東
京
堂
）

に
は
、
テ
ル
の
記
述
は
な
い
。
近
世
の
上
方
語
で
は
、
テ
イ
ル
の
使
用
が
一
般

的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
湯
澤
幸
吉
郎
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
（
一
九
三
六
年
、
刀
江
書

　
　
む

院
）
5
頁
）
を
見
て
み
る
と
、
「
お
る
」
の
項
に
、

　
　
1　

「
て
お
る
」
の
例
は
余
り
多
か
ら
ず
、

用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

そ
の
場
合
に
は

　
ゐ
「
て
居
る
」
を

な
ど
と
記
述
さ
れ
、
上
方
語
に
お
い
て
、
テ
オ
ル
よ
り
テ
イ
ル
の
方
が
一
般
的

だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
上
方
語
で
は
基
本
的
に
テ
イ
ル
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
は
文
化
年

間
頃
ま
で
は
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
、

文
政
年
間
頃
か
ら
テ
ル
の
使
用
も
出
始
め
る
。

　
ま
ず
先
に
、
大
坂
で
の
例
を
挙
げ
る
。
次
の
例
は
洒
落
本
「
粋
の
曙
」
（
文
政

三
・
一
八
二
〇
）
の
も
の
で
あ
る
。

①
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
そ
ん
な
ら
来
年
あ
た
り
は
ど
こ
ぞ
の
娘
に
な
つ
て
る
で
あ
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
『
洒
落
本
大
成
』
2
6
、
9
頁
下
3
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
回
－
…
寿
に
大
吉
で
そ
ち
を
よ
ん
だ
ら
し
つ
引
通
・
あ
親
父

　
　
て
い
ね
い

　
の
町
嘩
し
や
此
間
の
を
あ
て
つ
け
に
よ
ぶ
よ
ふ
で
わ
る
い
か
ら
（
同
、

　
　
　
9
頁
下
1
6
）

　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん

　
な
お
、
①
の
露
雪
（
露
）
は
「
男
が
ゑ
い
と
つ
ら
い
物
じ
ゃ
ナ
」
（
9
5
頁
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

5
）
な
ど
と
、
②
の
巴
調
（
巴
）
も
「
い
わ
ぬ
か
へ
そ
ん
な
事
い
う
た
と
て
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
て
る
よ
ふ
な
事
は
せ
ぬ
」
（
9
頁
下
1
）
な
ど
と
い
っ
た
話
し
方
を
す
る
、
土
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

に
一
般
的
な
大
坂
人
と
見
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
ま
た
、
元
治
（
一
八
六
四
～
一
八
六
五
）
前
後
の
滑
稽
本
で
あ
る
「
穴
さ
が

し
心
の
内
そ
と
」
の
、

　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　

③
キ
ク
是
モ
ウ
み
な
袷
に
な
つ
て
る
ぜ
（
三
編
、
『
近
代
語
研
究
』
第
四

　
集
7
5
頁
9
行
、
一
九
七
四
年
、
武
蔵
野
書
院
）

　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
を
ん
　
　
　
　
　
　
て
　
ま
と
り
　
　
　
　
　

④
キ
く
ソ
レ
ハ
け
つ
か
ふ
く
く
く
硫
黄
木
や
の
手
間
取
と
来
て
る

　
　
　
　
　

　
（
同
、
7
頁
1
4
）

　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
か

⑤
平
助
…
庄
六
さ
ん
一
荷
往
て
ん
か
堀
江
の
下
の
高
ば
し
の
あ
た
り
に

　
か
か
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
泊
ツ
て
る
五
平
次
船
へ
や
つ
て
お
く
れ
（
同
、
8
頁
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

と
い
っ
た
テ
ル
の
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
⑤
の
平
助
は
「
往
て
ん
か
」
な
ど

と
大
坂
ら
し
い
話
し
ぶ
り
を
す
る
人
物
で
あ
る
し
、
③
④
の
菊
八
も
「
ア
・
ゑ

ら
い
蚊
じ
や
」
（
7
5
頁
1
）
「
置
や
が
質
や
に
な
る
よ
つ
て
」
（
7
5
頁
1
0
）
な
ど

　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

と
、
や
は
り
大
坂
ら
し
い
話
し
方
を
す
る
人
物
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
用
例
を
見
る
と
幕
末
の
大
坂
で
は
、
か
な
り
テ
ル
が
一
般
化
し
て
き

て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
次
の
例
は
江
戸
者
の
使
用
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ち
き
　
　
　
　
　

○
手
そ
ふ
だ
ろ
ふ
け
れ
ど
今
私
が
し
て
る
此
玉
ぐ
さ
り
な
ぞ
ア
地
が
わ

　
り
い
か
ら
（
同
、
鋼
頁
1
0
）

　
こ
う
い
っ
た
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
方
語
と
し
て
テ
ル
を
認
め
る
こ
と

に
慎
重
な
向
き
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
京
都
の
例
だ
が
、
酒
落
本
を
見
る
と
、
「
箱
ま
く
ら
」
（
文
政
五
・

一
八
二
二
、
『
洒
落
本
大
成
』
2
7
）
と
い
う
作
品
で
は
、
テ
イ
ル
は
見
ら
れ
る

が
、
テ
ル
は
見
ら
れ
な
い
。

　
「
老
楼
志
」
（
天
保
三
・
一
八
三
二
、
『
洒
落
本
大
成
』
2
8
）
と
い
う
作
品
で

も
、
次
の
よ
う
に
、
テ
イ
ル
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
テ
ル
は
見
ら
れ
な
い
。

○
圃
…
夫
か
た
と
け
て
浮
て
ゐ
る
じ
や
あ
ろ
（
辺
頁
下
6
）

○
国
あ
い
つ
大
分
気
が
き
い
て
ゐ
る
ナ
ァ
（
同
下
・
）

し
か
し
、
「
興
斗
月
」
（
天
保
七
・
一
八
三
六
）
と
い
う
作
品
を
見
る
と
、

⑥
浅
…
か
ご
や
が
ま
つ
て
る
へ
（
『
酒
落
本
大
成
』
2
9
、

と
テ
ル
の
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
同
』
2
9
）
と
い
う
作
品
で
も
、

137
頁
下
　4

）

「
千
歳
松
の
色
」
（
嘉
永
六
・
一
八
五
三
、

⑦
つ
る
…
…
し
か
し
も
う
お
い
で
s
は
あ
ら
ふ
と
お
も
ふ
て
る
け
れ
ど
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（
鋤
頁
上
6
）

と
い
う
テ
ル
の
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
幕
末
に
近
い
頃
の
上
方
で
は
、
京
坂
共
に
か
な
り
テ
ル
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

　
な
お
、
「
興
斗
月
」
作
品
の
資
料
性
を
問
題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
「
千
歳

松
の
色
」
と
い
う
別
作
品
で
も
テ
ル
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
取
り
上

げ
た
点
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
四
、
テ
オ
ル
と
ト
ル

こ
こ
で
、
テ
オ
ル
と
ト
ル
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

ま
ず
テ
オ
ル
に
つ
い
て
だ
が
、
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
に
は
、

を（
居
る
）
」
の
説
明
の
一
部
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
お
る

動
詞
の
連
用
形
・
音
便
形
を
承
け
た
「
て
」
に
附
い
て
、
之
と
共
に

「
て
届
る
」
と
同
じ
意
に
用
い
ら
れ
る
。
（
4
9
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
用
例
と
し
て
「
返
報
す
る
、
畳
え
て
お
れ
」
（
心
中
天
の
網
島
）
」
と
い
っ
た

例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
テ
オ
ル
の
例
は
余
り
多

く
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
増
井
典
夫
）

一
方
、
ト
ル
に
つ
い
て
だ
が
、
『
上
方
語
源
辞
典
』
に
は
、

と
る
《
助
動
ラ
五
》
動
詞
連
用
形
に
つ
く
。
…
て
い
る
。
…
て
お
る
。

「
そ
ん
な
と
こ
で
何
し
ト
ン
ね
」
「
よ
う
わ
か
っ
ト
リ
ま
す
」

の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
京
都
府
方
言
辞
典
』
（
中
井
幸
比
古
編
、
二
〇
〇
二
年
、
和
泉
書
院
）

で
は
、
「
ト
ル
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
京
や
京
よ
り
南
で
は
卑
、

ト
ル
は
や
や
少
な
い
。

か
つ
、
京
で
は
テ
ヨ
ル
・
ト
ー
ル
が
多
く
、

ま
た
、
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
で
は
、

　
丹
波
か
ら
丹
後
へ
か
け
て
、
一
般
に
、
降
ッ
ト
ル
形
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
山
城
地
方
で
も
、
か
な
り
使
用
さ
れ
る
し
、
京
都
市
で
も
或
る

程
度
使
用
さ
れ
る
。
テ
ル
・
ト
ル
並
用
地
域
で
は
、
ト
ル
が
男
性
語
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
ト
ル
は
ラ
行
五
段
に
活
用
す
る
が
、
テ
居
ル
の

約
ま
っ
た
形
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
（
「
京
都
府
方
言
」
、
8
8
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

な
ど
と
あ
り
、
　
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』
に
も
、
「
ト
ル
」
は
「
し
て
お
る
の
約
で

あ
る
。
ト
ォ
ル
。
」
な
ど
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
ト
ォ
ル
」
の
項
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

　
て
お
る
。
キ
ト
ォ
ル
（
来
て
お
る
）
・
カ
イ
ト
ォ
ル
（
書
い
て
い
る
）
な

ど
と
使
用
し
、
「
今
書
い
ト
ォ
ン
や
」
（
今
書
い
て
お
る
の
だ
）
な
ど
と
も

発
音
す
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
男
、
男
の
子
の
用
語
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
普
通
に
は
キ
テ
ル
（
来
て
い
る
）
・
カ
イ
テ
ル
（
書
い
て
い

る
）
と
使
う
。
一
方
こ
の
オ
ル
が
ヨ
ル
と
な
り
、
キ
テ
ヨ
ル
・
カ
イ
テ
ヨ

ル
と
も
な
る
が
、
こ
れ
は
多
少
軽
蔑
の
意
を
含
ん
で
い
る
。

か
も
し
れ
な
い
、
と
も
思
わ
れ
る
。

三
〇

五
、
西
日
本
方
言
で
の
オ
ル
と
ヨ
ル
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
で
、
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
に
は
、
先
の
「
て
お
る
」
の
記
述
か

ら
続
け
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
ト
ル
の
近
世
で
の
用
例
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
て
　
　
し
つ
と

◎
ば
ん
と
う
「
わ
た
し
も
、
き
の
う
の
け
ん
か
は
封
人
を
知
居
り
ま
す
が

　
（
「
浮
世
風
呂
」
文
化
六
・
一
八
〇
九
～
文
化
十
・
一
八
＝
二
、
『
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
古
典
文
学
大
系
』
六
三
、
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

と
い
う
例
が
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
な
か
な
か
他
の
例
が
見
ら
れ
な
い
。
（
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
に
は
も
う
1
例
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
の
「
雑
俳
・

智
恵
車
」
で
の
「
渋
団
・
裸
で
橋
で
涼
ん
ど
る
」
と
い
う
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
）
（
上
記
の
ど
ち
ら
の
例
も
、
上
方
者
で
は
な
く
西
国
者
の
例
か
も
知
れ
な

い
。
）

　
『
近
世
上
方
語
辞
典
』
に
は
、
テ
ル
の
記
述
が
な
い
ほ
か
、
ト
ル
（
及
び
テ

オ
ル
）
の
記
述
も
な
い
。
（
オ
ル
の
記
述
も
な
い
の
だ
が
。
）

　
近
世
に
お
い
て
は
京
都
大
坂
共
に
ト
ル
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

【
注
意
】
「
て
お
る
」
の
例
は
余
り
多
か
ら
ず
、
そ
の
場
合
に
は
「
て
居

る
」
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
に
「
て
」
を
略
し
て
、
「
読
み
お
る
」
「
書
き
お
る
」
の
様
に

す
る
言
方
は
、
京
阪
地
方
に
は
用
い
な
い
が
、
地
方
に
は
行
わ
れ
た
も
の

ら
し
い
。
「
忠
臣
金
短
冊
」
（
享
保
十
七
年
豊
竹
座
上
演
）
第
三
に
、
大
岸

力
弥
が
島
原
の
遊
女
屋
に
訪
ね
て
行
つ
て
、
「
然
ら
ば
〔
吾
ハ
〕
愛
に
待
ち

お
ら
ふ
」
と
言
う
に
対
し
て
、
亭
主
の
女
房
が
応
待
し
た
詞
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

　
　
◇
お
若
衆
の
待
お
ろ
は
お
國
詞
か
、
そ
ん
な
ら
私
も
勝
手
へ
立
ち
お

　
　
　
ら
ふ
。
デ
エ
お
茶
く
ん
で
来
を
ら
ふ
と
、
ひ
ん
し
や
ん
と
し
て
入

　
　
　
り
に
け
り
。

と
見
え
る
。
こ
れ
は
京
阪
地
方
で
「
待
つ
て
お
ろ
う
」
と
言
う
の
を
、
「
ま

ち
お
ろ
」
と
「
て
」
を
抜
い
て
言
つ
た
為
に
、
わ
ざ
と
か
ら
か
つ
た
の
で

あ
る
。
（
皿
頁
）
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さ
て
、
現
代
の
西
日
本
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
で
は
、

ト
ル
　
完
了
（
結
果
の
継
続
）

ヨ
ル
　
進
行
（
状
態
の
継
続
）

の
意
味
・
用
法
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
工
藤
真
由
美
編
『
日
本
語
の

ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
・
ム
ー
ド
体
系
』
（
二
〇
〇
四
年
、
ひ
つ
じ
書
房
）
に

は
、　

　
　
京
阪
地
区
を
除
く
西
日
本
の
広
い
地
域
に
分
布
す
る
方
言
で
は
、
〈
進

　
　
行
〉
は
「
桜
の
花
が
散
り
よ
る
（
散
り
よ
ー
、
散
り
ゆ
ー
）
、
〈
結
果
〉
は

　
　
「
桜
の
花
が
散
っ
と
る
（
散
っ
ち
ょ
る
、
散
っ
と
ー
）
の
よ
う
に
、
別
の

　
　
形
式
で
表
し
分
け
る
。
（
『
同
書
』
2
頁
）

と
あ
る
。

　
先
の
湯
澤
の
「
待
お
ろ
は
お
國
詞
」
云
々
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
西
日
本
方

言
の
、
進
行
態
の
ヨ
ル
に
つ
な
が
る
オ
ル
の
記
述
か
と
も
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。　

な
お
、
湯
澤
は
【
「
お
る
」
の
補
助
的
用
法
】
の
記
述
と
し
て
、

　
　
　
動
詞
・
活
用
連
語
の
連
用
形
に
附
い
て
、
動
作
主
を
卑
し
め
四
言
る
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
表
す
。
（
同
書
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
増
井
典
夫
）

と
し
、

　
　
【
注
意
】
「
お
る
」
が
「
よ
る
」
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
（
同
）

と
記
述
し
、
曾
根
崎
心
中
（
元
禄
一
六
・
一
七
〇
三
年
）
の
、

　
　
○
さ
り
な
が
ら
大
方
ま
つ
済
み
よ
つ
た
が
、
一
部
始
終
を
聞
い
て
た
も

　
　
　
（
『
近
松
全
集
』
四
巻
1
3
頁
）

等
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
上
方
及
び
近
畿
中
央
部
と
そ
れ
以
外
の
西
日
本
の
オ
ル
・
ヨ
ル
の
用
法
の
分

化
が
、
近
世
に
お
い
て
既
に
窺
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
保
科
は
、
ヨ
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

（
な
お
、
保
科
は
「
関
西
」
と
い
う
言
葉
を
「
西
日
本
」
の
意
味
で
用
い
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
）

　
　
　
関
西
地
方
で
は
、
進
行
現
在
の
形
式
と
し
て
、
食
ヒ
居
ル
、
見
居
ル
（
実

　
　
際
の
発
音
に
お
い
て
は
食
イ
ヨ
ル
、
見
ヨ
ル
と
い
っ
て
居
る
）
と
い
ふ
の

　
　
を
、
食
ッ
ト
ル
、
見
ト
ル
と
い
ふ
、
現
在
の
形
式
か
ら
区
別
し
て
用
ゐ
て

　
　
居
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
関
東
地
方
に
は
、
こ
の
区
別
が
殆
ど
存
在
し
な

　
　
い
。
例
へ
ば
、
猫
ガ
死
ニ
ヨ
ル
、
火
ガ
消
エ
ヨ
ル
と
、
猫
ガ
死
ン
ド
ル
、

　
　
火
ガ
消
エ
ト
ル
の
区
別
は
、
関
西
地
方
に
は
存
在
す
る
が
、
関
東
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
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科
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は
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
国
語
学
精
義
』
、
明
治
四
三
・
一
九
一
〇
、
同
文
館
、

88
ﾅ
）

2

　
こ
の
よ
う
に
、
保
科
は
ト
ル
を
「
現
在
」
の
形
式
、
ヨ
ル
を
「
進
行
現
在
」

の
形
式
と
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
ヨ
ル
」
は
上
方
語
で
は
当
初
か

ら
待
遇
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
よ
り
前
、
近
世

に
お
い
て
既
に
、
上
方
語
と
西
日
本
方
言
と
で
は
、
ヨ
ル
の
用
法
は
違
う
枠
組

み
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

六
、
テ
ル
と
ト
ル
に
つ
い
て
（
ま
と
め
）

　
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
と
し
て
上
方
語
で
は
、
京
都
で
も
大
坂
で
も
テ
イ
ル
ま
た

は
テ
ル
が
一
般
的
で
あ
る
。
上
方
語
で
の
テ
ル
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
例
え
ば
「
テ
ル
と
い
う
縮
約
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
江
戸
語
の
み
に
み
ら
れ
る
」
（
迫
野
度
徳
『
文
献
方
言
史
研
究
』
2
頁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

一
九
九
八
年
、
清
文
堂
）
と
い
っ
た
記
述
も
修
正
の
要
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。　

と
こ
ろ
で
、
工
藤
真
由
美
の
記
述
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
京
阪
方
言
で
は
、
人
の
存
在
を
表
す
の
に
「
イ
ル
（
イ
テ
ル
）
」
「
オ
ル
」

と
い
う
二
つ
の
存
在
動
詞
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式

も
、
シ
テ
ル
と
シ
ト
ル
の
二
つ
の
形
式
が
、
文
体
差
、
待
遇
差
、
感
情
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

評
価
性
の
違
い
を
伴
い
つ
つ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
シ
テ
ル
ろ
う
と
シ
ト
ル

で
あ
ろ
う
と
〈
進
行
〉
〈
結
果
〉
の
両
方
を
表
す
と
い
う
点
で
は
、
西
日
本

方
言
型
で
は
な
く
標
準
語
型
で
あ
る
。
（
『
方
言
の
文
法
』
〈
シ
リ
ー
ズ
方
言

学
2
＞
二
〇
〇
六
年
、
岩
波
書
店
、
「
第
三
章
　
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
」

04
ﾅ
）

1

　
京
都
及
び
大
阪
で
は
、
テ
ル
及
び
ト
ル
は
使
わ
れ
始
め
た
当
初
か
ら
、
右
の

記
述
の
通
り
〈
進
行
〉
〈
結
果
〉
両
方
の
意
を
表
す
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
ヨ
ル
は
当
初
か
ら
卑
語
と
し
て
使
わ
れ
た
。
）
た
だ
、
ト
ル
は
上
方
語
と
し
て

の
用
例
は
少
な
く
、
主
に
明
治
以
降
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
と

も
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
「
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
に
お
い
て
ヨ
ル
が
消
滅
し
」
「
進
行
と
結
果
の
区

別
を
な
く
し
、
ト
ル
に
一
本
化
」
さ
れ
た
、
「
ヨ
ル
は
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
を
失

い
、
い
ち
早
く
待
遇
的
マ
ー
ク
に
な
っ
た
」
「
言
語
変
化
の
大
き
な
方
向
性
と
し

て
は
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
「
ト
ル
」
は
と
も
に
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
か
ら
待
遇
表
現
の

そ
れ
に
移
行
し
て
お
り
、
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
「
ト
ル
」
と
し
て
一
括
し
て
扱
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

い
」
な
ど
と
と
ら
え
る
論
考
が
あ
っ
た
が
、
上
方
語
で
は
、
ヨ
ル
は
当
初
か
ら

ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
先
述
の
通
り
、
ト
ル
は
テ
ル

同
様
、
当
初
か
ら
「
進
行
」
と
「
結
果
」
両
方
を
表
す
も
の
だ
っ
た
、
と
捉
え

る
方
が
自
然
な
考
え
方
か
と
思
わ
れ
る
。
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七
、
お
わ
り
に
（
附
・
イ
テ
ル
に
つ
い
て
）

　
テ
ル
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
上
方
語
で
の
用
例
を
探
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
上
方
語
及
び
関
西
方
言
の
ト
ル
に
つ
い
て
な
ど
も
用
例
を
探
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
上
方
語
で
の
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
を

続
け
、
考
察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
近
代
京
阪
方
言
で
は
「
イ
テ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
上

司
小
剣
の
「
鰻
の
皮
」
を
初
め
と
す
る
諸
作
品
で
は
イ
テ
ル
の
例
は
見
ら
れ
な

い
が
、
『
上
方
語
源
辞
典
』
で
は
、

　
い
て
る
［
居
て
る
］
①
居
る
の
継
続
態
。

②
居
る
。
「
源
さ
ん
、
イ
テ
ル
か
」

な
ど
と
あ
る
。

　
ま
た
、
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』

居
て
い
る
の
約
。

ル
。

「
み
ん
な
ま
だ
教
室
に
イ
テ
ル
」

で
は
、
イ
テ
ル
の
項
で
、

否
定
形
は
イ
テ
ヘ
ン
。
て
い
ね
い
に
言
う
と
イ
テ
ハ

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
京
都
府
の
こ
と
ば
』
（
一
九
九
七
年
、
明
治
書
院
）
（
「
W
　
僅
言
」

　
　
　
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
増
井
典
夫
）

執
筆
中
井
幸
比
古
）
に
は
、

　
イ
テ
ル
（
居
て
る
）
〈
京
阪
〉
大
阪
市
で
は
、
「
居
る
」
と
ほ
と
ん
ど
同

義
で
頻
用
す
る
よ
う
だ
が
、
京
都
市
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
。
人
に
よ
っ

て
と
き
ど
き
使
う
が
、
継
続
の
意
味
を
強
め
る
よ
う
な
場
合
に
限
る
か
。

例
　
「
（
私
が
あ
な
た
の
家
に
行
く
か
も
知
れ
な
い
、
と
言
っ
た
か
ら
、
あ

な
た
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ず
っ
と
）
イ
テ
ト
ク
レ
ヤ
シ
タ
ノ
ド
ス
カ
（
居
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
か
）
」
。
（
1
3
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

な
ど
と
あ
り
、
ま
た
、
『
京
都
府
方
言
辞
典
』
で
も
、
イ
テ
ル
に
つ
い
て
「
京
で

は
使
わ
ぬ
で
も
な
い
が
イ
ル
が
よ
り
普
通
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
金
水
敏
『
日
本
語
存
在
表
現
の
歴
史
』
（
二
〇
〇
六
年
、
ひ
つ
じ

圭
旦
房
）
で
は
、
イ
テ
ル
の
例
と
し
て
明
治
期
大
阪
落
語
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
う
ち
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
き

○
あ
ん
た
、
内
去
な
ん
と
、
わ
た
い
の
傍
に
ば
っ
か
り
い
て
と
く
れ
や
す

　
や
ろ
な
（
初
代
桂
枝
雀
「
煙
管
返
し
」
、
明
治
三
六
・
一
九
〇
三
年
）

○
お
い
兄
弟
、
う
ち
に
い
て
て
か
。
（
四
代
目
笑
福
亭
松
鶴
「
平
の
陰
」
、

　
明
治
四
〇
・
一
九
〇
七
年
頃
）

た
だ
、
「
大
阪
方
言
」
の
記
述
と
し
て
、

実
際
に
は
「
い
る
」
よ
り
も
「
い
て
る
」
と
い
う
形
式
が
よ
く
現
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
四
号

「
い
て
る
」
を
「
い
て
＋
い
る
」
と
考
え
る
と
、
無
意
味
な
重
複
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
京
都
な
ど
で
「
ー
て
＋
い
る
」
か
ら
「
1
て
る
」

へ
と
先
進
的
に
発
達
し
た
状
態
化
形
式
を
用
い
て
、
「
い
る
」
が
未
だ
十
分

に
状
態
的
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
地
域
の
「
い
る
」
が
状
態
化
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
（
6
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

と
あ
る
と
こ
ろ
は
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
大
阪

よ
り
「
京
都
な
ど
で
テ
イ
ル
が
テ
ル
へ
と
先
進
的
に
発
達
し
た
」
と
は
認
め
難

く
、
テ
ル
の
大
阪
で
の
使
用
は
京
都
と
同
時
期
か
、
む
し
ろ
先
行
し
た
、
と
も

捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
状
態
的
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
地
域
の

イ
ル
の
状
態
化
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
論
拠
で
大
阪
が
京

都
よ
り
も
状
態
化
が
は
っ
き
り
遅
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私

の
理
解
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
名
古
屋
で
は
、
「
お
っ
と
っ
た
、
お
っ
と
れ
せ
ん
」
（
三
遊
亭
円
丈

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
雁
道
』
一
九
九
二
年
、
海
越
出
版
社
）
と
い
っ
た
語
形
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。
「
お
る
十
と
る
＋
た
」
、
「
お
る
＋
と
る
＋
せ
ん
」
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
よ
う
な
語
形
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

三
四

　
注

（
1
）
丹
羽
一
彌
『
日
本
語
動
詞
述
語
の
構
造
』
（
二
〇
〇
五
年
、
笠
間
書
院
）
で
の
記
述
に

　
　
よ
る
。

（
2
）
増
井
典
夫
「
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
“
ち
や
つ
た
”
の
扱
い
に
つ
い
て
」
、
増
井

　
　
　
「
近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
“
ち
や
つ
た
”
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
研
究
』
4
5
、

　
　
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
お
い
て
、
作
品
の
資
料
性
を
問
題
と
し
た
。

（
3
）
中
井
精
一
「
上
方
お
よ
び
そ
の
近
隣
地
域
に
お
け
る
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
・
「
ト
ル
」
の

　
　
待
遇
化
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
語
彙
史
研
究
二
一
』
二
〇
〇
二
年
、
和
泉
書
院
）
の
記

　
　
述
に
よ
る
。

　
　
主
な
参
考
文
献
（
先
に
挙
げ
た
以
外
の
も
の
）

井
上
文
子
『
日
本
語
方
言
ア
ス
ペ
ク
ト
の
動
態
』
（
一
九
九
八
年
、
秋
山
書
店
）

井
之
口
有
一
・
堀
井
令
以
知
（
編
）
『
京
都
語
辞
典
』
（
一
九
七
五
年
、
東
京
堂
出
版
）

金
沢
裕
之
『
近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究
』
（
一
九
九
八
年
、
和
泉
書
院
）

金
水
敏
「
日
本
語
ア
ス
ペ
ク
ト
の
歴
史
的
研
究
」
（
二
〇
〇
六
年
、
『
日
本
語
文
法
』
六
巻
二

　
　
　
号
、
く
ろ
し
お
出
版
）

工
藤
真
由
美
『
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
体
系
と
テ
ク
ス
ト
』
（
一
九
九
五
年
、
ひ
つ
じ
書
房
）

坂
梨
隆
三
「
近
世
語
法
研
究
』
（
二
〇
〇
六
年
、
武
蔵
野
書
院
）

陣
内
正
敬
・
友
定
賢
治
（
編
）
『
関
西
方
言
の
広
が
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
方
』

　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
、
和
泉
書
院
）

寺
島
浩
子
『
町
屋
の
京
言
葉
－
明
治
三
〇
年
代
生
ま
れ
話
者
に
よ
る
ー
』
（
二
〇
〇
六
年
、

　
　
　
武
蔵
野
書
院
）

中
井
幸
比
古
「
幕
末
期
京
都
語
に
つ
い
て
」
（
二
〇
〇
七
年
、
『
新
撰
組
　
京
都
の
日
々
』
所
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収
、
東
京
都
日
野
市
）

堀
井
令
以
知
『
京
都
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
二
〇
〇
六
年
、
世
界
思
想
社
）

堀
井
令
以
知
（
編
）
「
京
都
府
こ
と
ば
辞
典
』
（
二
〇
〇
六
年
、
お
う
ふ
う
）

増
井
典
夫
「
近
代
語
に
み
ら
れ
る
「
ト
ル
」
と
「
ヨ
ル
」
に
つ
い
て
」
（
『
愛
知
淑
徳
大
学

　
　
国
語
国
文
』
3
0
、
二
〇
〇
七
年
）

増
井
典
夫
「
明
治
期
口
語
研
究
の
新
展
開
に
向
け
て
1
標
準
語
と
保
科
孝
一
、
尾
崎
紅

　
　
葉
、
そ
し
て
「
ト
ル
・
ヨ
ル
」
1
」
（
『
国
語
論
究
9
　
現
代
の
位
相
研
究
』
所
収
、

　
　
二
〇
〇
二
年
、
明
治
書
院
）
）

柳
田
征
司
「
近
代
語
の
進
行
態
・
既
然
態
表
現
」
（
『
近
代
語
研
究
八
』
所
収
、
一
九
九
〇

　
　
年
、
武
蔵
野
書
院
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
学
部
・
文
学
研
究
科
教
授
）
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近
世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
テ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
増
井
典
夫
）

三
五


